
2025 年度 文化・芸術活動に優れた者の特別選抜入学試験 

2025 年度 スポーツ能力に優れた者の特別選抜入学試験 

「総合心理学部」 

 

 
１．実施状況 

 志願者数、合格者数等 

 【文芸】 

学科 志願者数 1 次合格者数 最終合格者数 

総合心理学科 7 5 4 

 【スポーツ】 

学科 志願者数 1 次合格者数 最終合格者数 

総合心理学科 5 4 4 

 

２．試験内容 

  ⾯接では志望動機や今後の学修計画や学修意欲を問いました。⼝頭試問では⼈の魅⼒度に関する⼼
理学研究の統計の図を提⽰し、その意味を読み取る課題を実施しました。図から、マスク着⽤時の魅
⼒度評価と不健康さ評価との関係から、魅⼒度について正しく読み取ることができるかを問いました。
また、総じて⼈の魅⼒度評価の結果についての考察についても説明を求めました。 

 

３．出題意図 

  総合⼼理学部では、⾔葉を⽤いて理解し表現すること、思考すること、そして⼈間の⼼と⾏動、現
代における問題に関⼼をもつことを求めています。さらに、客観的データに基づいた論理的思考につ
いて、基礎的な⼒を有していることを求めています。そこで⼝頭試問では、 まず質問 1 と質問 2 で、 
マスク着⽤の有無ごとの魅⼒度評価の図と不健康さ評価の図を提⽰し、その読解⼒を試す問題、そし
てその結果からある仮説が⽀持されたかどうかを問うことで論理⼒と表現⼒について確認しました。
また質問 3 では、加えて顔の⼀部が遮蔽された場合の魅⼒度評価の図を提⽰して、 その理解度と説
明⼒を問い、その回答から⼈間の⼼と⾏動に⼗分な関⼼をもつか、⾃分なりの意⾒を正しく述べられ
るかを確認しました。 

 

４．評価のポイント 

  前掲の出題意図に基づいて、質問 1 と質問 2 では、図表を正しく読み取れるかを確認しました。質
問 3 では、⾃分の⾒解を論理的に展開できているか、適切な根拠をもとに、また⾃分の関⼼や知識に
引き付けて論理的に意⾒を述べることができているかを評価しました。 

 

５．解答状況 

  短い時間内で図の読み取りが必要でしたが、多く受験⽣は、図の意味について、正確に読み取るこ
とができ、またそれを論理的に説明することができていました。 

  



６．次年度以降の受験生へのアドバイス 

  総合⼼理学部では、⼼理学の多様な分野の科⽬と⼼理学に隣接する科⽬からなるカリキュラムを⽤
意しています。受験⽣の皆さんは、⼈の⼼の様々なありようにも、⼈々をとりまく環境にも興味をも
ち、問いを⽴てる姿勢を育んでください。そして、論理的な思考⼒、また⾃らの考えをまとめ発信し
ていく表現⼒も⼤切です。したがって、国語や英語などの⾔葉を使う⼒が求められます。また、デー
タを集め、分析していく⼒も必要ですので、⾃然科学の視点を持つことも重要です。⼈の⼼に関⼼を
もち、データを集め、論理的な根拠をもとに⾃分の考えを展開できる、その基礎になる⼒を鍛えてほ
しいと思います。 

 

７．進路指導上の留意点（主に高校教員向けの入試指導上のポイント） 

  総合⼼理学部では、本学部の⼈材育成⽬的と教育⽬標に共感し、本学部で学ぼうとする強い意志を
持った学⽣を求めています。本学部の授業では、⽇本語、そして英語でのプレゼンテーションの機会
が多く、グループワークの機会も多数あります。そのため、特に、国語と外国語に関する知識、理解
⼒や表現⼒を有していることは重要です。また、⼼理学統計法や⼼理学実験は 1 回⽣から始まり、卒
業論⽂でも必須となる科⽬であることから、理系科⽬についても基礎的な学⼒を⾝に着けておくこと
が⼤切です。 

  ⾼校⽣が⼤学⼊学前に⼼理学という学問に持っているイメージと、⼊学後に学ぶ⼼理学の学問内容
が⼤きく乖離することがあります。⼤学⼊学後に希望するものと現実の間のミスマッチが起きないよ
うに、⼤学が主催する⾼校⽣向けの講座やオープンキャンパスなどに積極的に参加し、実際の⼼理学
という学問内容に理解を深めることを推奨します。このような経験を通して、⼼理学という学問に対
して、修学意欲の⾼い受験⽣の応募を期待しています。 

 

以上 


